
次
号
は
５
月
１１
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

笑顔と感謝の心を忘れずに

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

「ＳＨＩＤＡＭＵ」の〝見どころ〟紹介

出
土
品
展
示
や
古
代
の
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど

８２
年
前
の
「腕
用
ポ
ン
プ
」を
修
復

西
城
消
防
団
が
放
水
お
披
露
目

恒
例
の
守
山
中
合
唱
部
コ
ン
サ
ー
ト

部
活
の
成
果
を
守
山
文
化
小
劇
場
で
披
露

守
山
小
が
２０
チ
ー
ム
の
頂
点
に

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
レ
ク
バ
レ
ー
「白
ひ
げ
杯
」

                     

                     

                     

                     

この木なんの木｜子どもたちの
涼む場所にもなっているエノキ

大
森
小
学
校
　
　
　

　
大
森
四
ノ
四
〇
一

　
【
歴
史
】
一
八
七
三
（
明

治
六
）
年
、
法
輪
寺
の
衆
寮

堂
を
校
舎
に
し
て
開
校
。
本

年
度
に
は
百
四
十
七
年
目
を

迎
え
る
、
と
て
も
長
い
歴
史

が
あ
る
学
校
。

　
【
特
色
】
「
地
域
の
方
々

は
温
か
く
て
優
し
く
、
学
校

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
」
と
山
下
尚
男
校
長
。

　
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
毎
日
の
登
下
校
を
見
守

っ
て
い
る
ほ
か
、
本
の
読
み

聞
か
せ
や
部
活
の
指
導
、
学

区
周
辺
の
歴
史
・
自
然
に
関

す
る
学
習
な
ど
の
ゲ
ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
地
域
の

人
が
来
校
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
登
校

の
見
守
り
や
資
源
回
収
、
ベ

ル
マ
ー
ク
回
収
を
熱
心
に
進

め
る
な
ど
、
多
く
の
人
が
学

校
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
体
育
館
の
横
に
は

幹
周
り
が
二
百
八
十
㌢
ほ
ど

の
大
木
・
エ
ノ
キ
が
あ
り
、

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
。

暑
い
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が

涼
し
さ
を
求
め
て
木
の
下
に

集
ま
る
の
だ
と
か
。

　
【
取
り
組
み
】
学
校
努
力

点
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
」
の
下
、
子
ど

も
た
ち
が
話
し
合
い
活
動
を

通
し
て
、
思
い
を
伝
え
合
う

こ
と
や
考
え
を
深
め
合
う
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
毎
学
期
「
あ

い
さ
つ
週
間
」
を
設
け
、
地

域
の
人
も
啓
発
に
協
力
。
あ

い
さ
つ
の
大
切
さ
を
伝
え
、

意
識
を
さ
ら
に
高
め
よ
う

と
、み
ん
な
で
励
ん
で
い
る
。

【
校
長
先
生
か
ら
大
森
小

の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
】
笑
顔
と
感
謝
の
心
を
忘

れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
、
自
分
の
夢
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
▽
竹
内
敏
晴
さ
ん
＝
小
幡

北
＝
の
投
稿
写
真
①

　
ア
ボ
カ
ド
の
種
か
ら
―
。

こ
の
冬
が
暖
か
っ
た
の
で
、

葉
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
奥
村
勝
志
さ
ん
＝
森
孝

２
＝
の
投
稿
写
真
②

　
赤
い
ポ
ス
ト
が
防
寒
？
か

く
れ
ん
ぼ
？
隣
の
工
事
か
ら

守
る
安
全
対
策
み
た
い
で

す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
�
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

触れられるものもあるなど体感
できるよう工夫された展示室

収蔵庫がガラス越しに見られる場所も設けられている

古
代
の
も
の
づ
く
り
な
ど

が
催
さ
れ
る
体
験
活
動
室

衣
装
を
身
に
着
け
て
記
念
撮
影

も
｜
古
墳
人
体
験
コ
ー
ナ
ー

絵
本
や
積
み
木
で
小
さ
な

子
も
楽
し
め
る
親
子
コ
ー

ナ
ー
「
こ
ど
も
こ
ふ
ん
」

子どもたちも腕用ポンプで放水を体験

〝一音一音大切に〟と歌声を披露した合唱部員ら

優勝の守山小ＰＴＡチーム

絵
本
作
家
・
い
わ
い
と
し
お
さ

ん
が
描
き
お
ろ
し
た
大
壁
画
が

出
迎
え
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

古
墳
を
か
た
ど
っ
た
商
品
な
ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
買
え
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

　
八
十
二
年
前
に
製
造
さ
れ
、

西
城
消
防
団
が
保
管
し
て
き
た

わ
ん
よ
う

手
動
の
消
防
ポ
ン
プ
「
腕
用
ポ

ン
プ
」
の
修
復
が
こ
の
ほ
ど
終

わ
り
、
先
月
三
十
一
日
に
西
城

小
学
校
＝
西
城
二
＝
で

放
水
を
す
る
な
ど
、
お

披
露
目
が
行
わ
れ
た
。

　
同
消
防
団
の
腕
用
ポ

ン
プ
は
一
九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
に
作
ら

れ
、
戦
後
し
ば
ら
く
ま

で
地
域
で
使
用
さ
れ
た

も
の
。
二
、
三
人
が
向

か
い
合
っ
て
シ
ー
ソ
ー

状
の
腕
を
上
下
さ
せ
、

ポ
ン
プ
内
に
た
め
た
水

を
放
水
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
修
復
で
は
、
ポ
ン
プ
本
体
と

運
搬
用
の
台
車
を
塗
り
直
し
た

ほ
か
、
放
水
の
た
め
の
ホ
ー
ス

と
ノ
ズ
ル
を
交
換
。
ホ
ー
ス
の

直
径
が
現
在
で
は
珍
し
い
サ
イ

ズ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
守
山
消

防
署
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

り
な
ど
も
し
た
。

　
お
披
露
目
の
催
し
は
校
庭
で

行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
が
使
わ
れ
て

い
た
当
時
の
消
防
服
「
防
火
外

と
う
」
を
身
に
着
け
た
消
防
団

員
五
人
が
、
手
際
よ
く
操
作
し

て
放
水
。
学
区
住
民
ら
参
加
者

か
ら
は
、
水
が
描
く
ア
ー
チ
に

歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
放
水

を
体
験
。
水
を
送
り
出
そ
う
と

協
力
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
「
重

い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ

た
。
ポ
ン
プ
は
今
後
、
学
区
の

歴
史
な
ど
を
学
ぶ
教
材
と
し
て

西
城
小
学
校
の
玄
関
脇
に
展
示

さ
れ
る
。

　
本
号
で
は
〝
見
ど
こ
ろ
〟
を
少
し
だ
け
ご
紹
介
―
。
「
体
感
�
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
愛
称
＝
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ
・
し
だ
み
ゅ
ー
）
＝
上
志
段
味
前
山
一
三
六
七
＝
が
一
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
通
常
営
業
を
始
め
た
。

　
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ
」
は
、

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

か
ら
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
室
に
よ
る
整
備
が
行
わ
れ
て

き
た
「
歴
史
の
里
し
だ
み
古
墳

群
」
の
中
心
的
施
設
。
国
史
跡

・
志
段
味
古
墳
群
の
出
土
品
な

ど
を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、

は

に

わ

ま
が
た
ま

埴
輪
や
勾
玉
と
い
っ
た
古
代
の

も
の
づ
く
り
を
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
中
の
四
月
二
十
七
日
（
土
）

―
五
月
六
日
（
月
・
振
り
替

え
）
も
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｕ
」

は
開
館
し
、
周
辺
の
古
墳
や
緑

地
部
分
は
常
時
散
策
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
古
墳
時
代
を
体
感

し
て
楽
し
ん
で
み
て
は
？

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
※
五
月
七
日
（
火
）
・
八
日

（
水
）
は
休
館
。
そ
の
ほ
か
、

基
本
情
報
は
次
の
通
り
。

　
▽
開
館
時
間
＝
午
前
九
時
―

午
後
五
時
（
展
示
室
へ
の
最
終

入
室
は
午
後
四
時
半
）
▽
休
館

日
＝
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）、年
末
年
始
▽
入

館
料
＝
無
料
（展
示
室
は
二
百

円
、中
学
生
以
下
無
料
）▽
駐
車

場
＝
普
通
車
百
一
台
分
ほ
か

（通
常
無
料
、イ
ベ
ン
ト
時
の
み

有
料
で
三
百
円
）
▽
電
話
番
号

＝
０
５
２
（７
３
９
）０
５
２
０

　
守
山
中
学
校
＝
大
屋
敷
＝
合

唱
部
に
よ
る
恒
例
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
六
日
、
守
山
文
化
小
劇
場

＝
小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
、
歌

声
や
ダ
ン
ス
で
多
く
の
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
た
。

　
同
中
合
唱
部
は
二
〇
〇
九

（
平
成
二
十
一
）
年
に
創
部

し
、
現
在
の
部
員
は
三
十
九

人
。
昨
年
七
月
の
「
第
�
回
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
地
区
予
選
（
愛
知
県
・
名

古
屋
Ｂ
）
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一
年
間
の

部
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
毎
年
春
に
開
い
て
い
る

も
の
。
ま
た
、
名
称
を
「
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と

し
て
、
部
員
同
士
の
友
情
を
深

め
よ
う
と
も
し
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
、
同
中
校
歌
を
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ア
カ
ペ
ラ
で
演
奏

す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ほ
か
、

合
唱
曲
や
Ｊ
ポ
ッ
プ
な
ど
を
四

部
構
成
で
披
露
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ソ
ン
グ
と
部
員
ら
振
り
付
け
の

ダ
ン
ス
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
行

わ
れ
、
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
十
年
目
を
迎
え
た
合
唱
部
の

部
長
を
務
め
る
横
井
愛
紗
さ
ん

（
三
年
）
は
、
新
た
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
以
上

に
ア
カ
ペ
ラ
の
曲
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。

　
区
内
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら

二
十
チ
ー
ム
参
加
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
「
白
ひ
げ
杯
」
が
先
月
三
十

一
日
、
守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
＝
竜
泉
寺
二
＝
第
１
競
技
場

で
開
か
れ
た
。

　
毎
年
七
月
に
行
わ
れ
て
い
る

「
区
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
の
前
哨
戦
と

な
る
も
の
で
五
回
目
。
「
白
ひ

げ
杯
」
の
名
称
は
、
大
会
の
発

起
人
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
か
ら

名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
試
合
四
十
分
、
２
セ
ッ
ト

制
。
ま
た
、
１
セ
ッ
ト
ず
つ
分

け
た
場
合
は
１
・
２
セ
ッ
ト
合

計
点
の
多
い
チ
ー
ム
が
勝
利
な

ど
、
時
間
短
縮
を
考
慮
し
た
独

自
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
対
戦
結
果
は
次
の
通
り
（
同

大
会
ル
ー
ル
に
よ
る
勝
利
は

「
規
定
」
で
表
記
）
。

　
〈
一
・
二
回
戦
〉
吉
根
中

（
規
定
）
守
山
中
、
大
森
北
小

２
―
０
二
城
小
、
吉
根
小
２
―

０
鳥
羽
見
小
、
森
孝
東
小
２
―

０
小
幡
小
、
苗
代
小
２
―
０
天

子
田
小
、
下
志
段
味
小
２
―
０

志
段
味
西
小
、
森
孝
中
（
規

定
）
守
山
東
中
、
守
山
北
中

（
規
定
）
大
森
中
、
守
山
小
２

―
０
吉
根
中
、
志
段
味
中
（
規

定
）
森
孝
東
小
、
苗
代
小
２
―

０
守
山
西
中
、
守
山
北
中
２
―

０
志
段
味
東
小
〈
準
々
決
勝
〉

守
山
小
２
―
０
大
森
北
小
、
吉

根
小
２
―
０
志
段
味
中
、
苗
代

小
２
―
０
下
志
段
味
小
、
森
孝

中
（
規
定
）
守
山
北
中
〈
準
決

勝
〉
守
山
小
２
―
０
吉
根
小
、

森
孝
中
（
規
定
）
苗
代
小

〈
決
勝
〉
守
山
小
２
―
１
森

孝
中
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